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１
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５
７
８
８
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

主
な
質

主
な
質
疑疑

賦
課
徴
収
費

（
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
）

問
　
具
体
的
な
内
容
は
。

総
務
部
長
　
サ
イ
ズ
は
縦
　１０

セ
ン
チ
、
横
　
セ
ン
チ
で
従

２０

来
の
も
の
よ
り
幅
が
３
セ
ン

チ
大
き
く
な
る
。
作
成
予
定

枚
数
は
　
ｃ
ｃ
以
下
８
０
０

５０

枚
、
　
ｃ
ｃ
以
下
１
０
０
枚
、

９０

１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
１
０
０
枚

の
計
１
０
０
０
枚
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
な
ど
で
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
、
最
優
秀
作

品
１
点
、
優
秀
作
品
２
点
を

選
定
す
る
。

問
　
交
換
手
数
料
は
。

税
務
課
長
　
無
料
。

七
宝
産
業
会
館

費問　
修
繕
の
内
容
は
。

建
設
産
業
部
長
　
玄
関
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
柱
表
面
が
老
朽
化

に
よ
り
、
は
が
れ
た
こ
と
に

伴
う
修
繕
。

問
　
施
設
整
備
費
の
工
事
内

容
は
。

建
設
産
業
部
長
　
駐
車
場
内

給
水
管
の
腐
食
に
伴
う
給
水

管
更
新
工
事
。

土
地
区
画
整
理

事
業
費

問
　
計
画
面
積
は
。

建
設
産
業
部
長
　
七
宝
町
秋

竹
の
三
角
、
柏
田
地
区
に
お

い
て
計
画
面
積
約
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
。

問
　
本
来
当
初
予
算
で
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長
　
こ
の
地
区

の
測
量
は
、
田
に
水
が
入
っ

て
い
る
と
で
き
な
い
。
秋
の

収
穫
を
待
っ
て
事
業
計
画
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の

補
助
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
。

採
決
結

採
決
結
果果

全
員
賛
成
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
　
年
度
一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総

24

額
　
億
１
４
７
２
万
１
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、

す
べ
て
の
会
計
に
お
い
て
原
案
ど

１５
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
補
正
予
算

24

平
成

年
度
補
正
予

平
成
　
年
度
補
正
予
算算

2424

一
般
会
計

七
宝
産
業
会
館

 補正予算
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主
な
質

主
な
質
疑疑

土
地
開
発
基
金

積
立
金

問
　
積
立
金
で
の
土
地
の
購

入
予
定
は
。

総
務
部
長
　
今
回
の
措
置

は
、
土
地
取
得
特
別
会
計
を

通
じ
て
、
基
金
か
ら
一
般
会

計
へ
土
地
を
売
り
払
い
、
売

り
払
っ
た
土
地
の
代
金
を
基

金
に
戻
す
経
理
上
の
措
置
の

た
め
、
新
た
に
土
地
を
購
入

す
る
た
め
に
積
み
立
て
を
行

う
も
の
で
は
な
い
。
今
回
の

価
格
は
、
昭
和
　
年
に
先
行

６１

取
得
し
た
、
あ
ま
市
七
宝
町

遠
島
鳥
居
先
の
土
地
、
４
８

７
平
方
メ
ー
ト
ル
分
。

採
決
結

採
決
結
果果

全
員
賛
成
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

主
な
質

主
な
質
疑疑

前
年
度
繰
越
金

問
　
多
額
の
繰
越
金
の
理
由

は
。

高
齢
福
祉
課
長
　
介
護
給
付

費
の
伸
び
が
予
想
よ
り
少
な

か
っ
た
。

介
護
給
付
費
準

備
基
金
積
立
金

問
　
こ
れ
ほ
ど
多
額
に
積
み

立
て
ら
れ
る
の
な
ら
、
保
険

料
の
値
上
げ
は
不
要
な
の
で

は
。

高
齢
福
祉
課
長
　
今
後
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
を

計
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に
団

塊
世
代
の
方
が
高
齢
化
し
、

現
状
の
ま
ま
で
は
給
付
費
が

次
第
に
膨
れ
上
が
っ
て
い

き
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
る

時
期
が
遠
か
ら
ず
来
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
時
期
を
で
き

る
だ
け
先
送
り
す
る
た
め
に

も
、
基
金
を
積
み
上
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

採
決
結

採
決
結
果果

全
員
賛
成
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

広
域
連
合
納
付

金問　
な
ぜ
こ
の
時
期
に
発
生

す
る
の
か
。

保
険
医
療
課
長
　
広
域
連
合

の
決
算
が
終
わ
り
、
出
納
整

理
期
間
も
す
べ
て
終
わ
っ
て

か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
、
９
月
議
会
に
し
か
出
せ

な
い
。

討
論
（
要
旨

討
論
（
要
旨
））

【
反
対
討
論
】

松
下
昭
憲
　
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
初
め
か
ら
全
面
的

に
反
対
し
て
い
る
た
め
、
反

対
す
る
。　

採
決
結

採
決
結
果果

賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
。

土
地
取
得

　
特
別
会
計

介
護
保
険

　
特
別
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会

計

平
成

年
度

２３
決
算
審
査
意
見
書

平
成

年

平
成
　
年
度度

２３２３
決
算
審
査
意
見

　
　
　
決
算
審
査
意
見
書書

　
　
代
表
監
査
委
員
が
報
告

　
監
査
委
員
に
よ
る
一
般
会

計
・
特
別
会
計
の
決
算
審
査

は
、
6
月
7
日
か
ら
７
月
　２５

日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
本
会
議
で
報
告
さ
れ
た
審

査
意
見
書
の
う
ち
、
一
般
会

計
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知

ら
し
ま
す
。

　
歳
入
決
算
額
に
つ
い
て

は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
厳

し
い
財
政
運
営
の
中
、
市
税

収
納
率
の
向
上
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
日
々
の
徴
収

努
力
お
よ
び
愛
知
県
西
尾
張

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
へ
の

参
加
に
よ
る
一
定
の
成
果
と

考
え
ら
れ
る
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
コ
ン
ビ

２４

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
よ

り
一
層
の
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
な
る
収
納
率
の

向
上
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る

が
、
主
に
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
で
あ
る
た
め
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
し
、
繰
入
額
を

減
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ

た
い
。

　
歳
出
決
算
額
に
つ
い
て

は
、
民
生
費
お
よ
び
諸
支
出

金
が
依
然
と
し
て
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
民
生
費
に
つ
い
て
は
、
主

に
児
童
福
祉
費
お
よ
び
生
活

保
護
費
の
増
加
が
要
因
と
考

え
ら
れ
る
。

　
諸
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

病
院
事
業
会
計
支
出
金
の
増

加
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
を
考
慮
し

た
う
え
で
、
今
後
も
事
務
の

改
善
お
よ
び
事
業
内
容
を
よ

り
一
層
精
査
し
、
市
民
の
信

頼
に
応
え
う
る
財
政
運
営
を

図
ら
れ
た
い
。

　
平
成
　
年
度
は
、
予
備
費

２３

の
充
用
が
行
わ
れ
、
充
用
先

は
消
防
費
お
よ
び
教
育
費
と

な
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
消
防
費
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣
に
係
る
費
用

と
な
っ
て
い
る
。

　
近
隣
市
町
村
に
限
ら
ず
、

広
域
で
も
協
力
関
係
を
築
け

る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組

み
、
災
害
に
強
い
あ
ま
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
要
望
す
る
。




